
▶SPACとは　公益財団法人 静岡県舞台芸術センター（Shizuoka Peforming Arts Center：SPAC） は
静岡県が設立した公立劇団として、静岡芸術劇場（グランシップ内）と静岡県舞台芸術公園を拠点に1997年より活
動を開始しました。2007年、宮城聰が芸術総監督に就任し、国内外で舞台作品の創造上演をするほか、人材育成・
アウトリーチなどの事業も展開しています。また、“劇場は世界を見る窓である”という理念のもと、「SPAC秋→春の
シーズン」では一般公演に加え、 平日に静岡県内の中高生を劇場に招待する「中高生鑑賞事業」を実施しています。

　　　　    講師：山田裕幸
                  劇作家、 演出家、 劇団「ユニークポイント」代表、
　　　　　　「藤枝ノ演劇祭」フェスティバルディレクター。
約25年間、東京を拠点に活動を行なってきたが、2015年より
静岡に移り、18年藤枝市に「白子ノ劇場」を開設、地域に根ざし
た創作で活動の幅を広げている。現在は日本劇作家協会の人
材育成委員会委員長も務めている。

 実施回数    全 4 回
　　　　　　1回目　   8/12（土）13:30～16:00
　　　　　　　　　　 　　　      ※1回目のみ単発での参加可（参加費500円）

　　　　　　2回目　   9/30（土）13:30～16:00
　　　　　　3回目   10/28（土）13:30～16:00
　　　　　　4回目   12月中旬を予定
   参加費     全4回 2,000円　　　　定員　   15名
  　対象　   中学生以上
                             ※18歳未満の場合は保護者の同意の上、お申し込みください。

  　条件　   Word等による文章作成、Zoomの使用、
　　　　　  メールでのファイル送信ができること。

下田市民文化会館（会議室ほか）
静岡県下田市４丁目１番２号　伊豆急下田駅より徒歩8分

会場

※写真は昨年度の講座の様子です。

昨年好評いただいた戯曲講座を、今年はSPACで上演
される『伊豆の踊子』の関連企画として開催します！参
加者の皆様にはオリジナルの戯曲を創作していただき
ます。劇作のコツを楽しく学びながら、地域の歴史や出
来事に目を向け、ひとりひとりが地域の物語を紡いでい
く、そんな創作の場です。講座の最終回では、選ばれた
戯曲がSPAC俳優によるリーディングで披露されます。
昨年は県内３ヶ所で開催し43名の参加者が短編戯曲
を書き上げました。
あなたも戯曲を書いてみませんか？

主催   SPAC - 静岡県舞台芸術センター
助成  （一財）地域創造
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お問い合わせ先
SPAC-静岡県舞台芸術センター（SPACチケットセンター）
TEL　 054-202-3399
　　　　（10時～18時／休業日 7/11 を除く）
MAIL  recafe@spac.or.jp
SPAC公式サイト  https://spac.or.jp

WEB申し込み
こちらのQRコードから▶

申込期間：7/4（火）～8/6（日）

SPAC秋→春のシーズン
2023-2024#1『伊豆の踊子』演出　　

第3回特別ゲスト
多田淳之介

1976年生まれ。演出家。東京デスロック主宰。
古典から現代戯曲、ダンス、パフォーマンス作品
まで幅広く手がける。創作活動と並行して公共劇
場の芸術監督や自治体のアートディレクター、フ
ェスティバルディレクターを歴任。2013年日韓合
作『가모메 カルメギ』にて韓国の第50回東亜演
劇賞演出賞を外国人演出家として初受賞。東京
芸術祭共同ディレクター。四国学院大学、女子美
術大学非常勤講師。

©平岩享

書く戯曲
▶　登場人物4名以下
▶　一幕物（なるべく場所・時間は固定）
▶　5000～6000字（15分～20分程度）

8/12 ㊏ 13:30～16:00
「戯曲」とは？戯曲を書き上げるには？

　　　　　　　お悩み相談会 
9/9 ㊏ or 9/10 ㊐　13:30～15:00
※どちらかの日程でご参加ください。

9/30 ㊏ 13:30～16:00
初稿をもっとよくするには？

10/28 ㊏ 13:30～16:00
最後のブラッシュアップ！

12月中旬を予定
選ばれた3作品を
SPAC俳優がリーディング上演

講座の内容


